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6. おわりに 
2010 年に発生したチリ地震津波に対する避難行動に関して、北海道釧路市を対象に、津波からの避

難行動に関する要因について質問紙調査を行い、共分散構造分析により避難意思決定要因について検討

するととともに、避難行動に及ぼすワークショップの効果を分析した。その結果得られた主な結論は以

下の通りである。 
・自宅が水に浸かると思った人や、避難しないと助からないと思った人は回答者の数％に過ぎなかった

が、回答者の 42%が避難していた。しかし，避難した人のほとんどは津波警報や避難勧告の解除前に、

約半数が津波の最大波の到達前に自宅に戻っていた。 
・避難した人、避難しなかった人ともに、浸水に対する不安が避難意思に大きく影響していたが、津波

警報や避難勧告の認知は避難意思や浸水に対する不安に関係していなかった。 
・津波からの避難に関する座談会への参加は、避難勧告が発令された当日における危険性の認識や、ハ

ザードマップの認知等を高めていた可能性が認められた。 
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